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　＜目的＞前報では単純化した洗浄のモデル系として、水晶振動子の金電極表面に付着さ

せたトリパルミチン(ＴＰ)とトリミリスチン(ＴＭ)の重量が、洗浄過程で経時的にどう変わ

るかを測定することを試みた。これらの固体脂肪は、水と活性剤を収着した後溶液中に

スムースに脱離する。本報ではさらに中性の固体脂肪であるセチルアルコールについて

水、界面活性剤の収着とセチルアルコールの脱離挙動をPH、温度、界面活性剤の種類を

変えて測定したので報告する。

　＜方法＞９ＭＨｚの水晶振動子の電極表面に0.1％のセチルアルコールの四塩化炭素溶液2
μ1を直径４ｍｍの円となるよう塗布し、風乾後40℃で3時間乾燥したものを25r;でpH7～

12のバッファ溶液10ml中に浸し、膨潤による固体の重量変化を調べた。また、界面活性

剤ＤＢＳ、C12(ＥＯ)7をおのおの添加した時の活性剤の固体セチルアルコールへの収着とそ

れに続く重量変化を、振動数の変化として経時的に測定した。なお、この条件では溶液
中に溶解した脂肪は最大0.02％にしかならないので、実際の洗浄条件よりは薄い。

　〈結果＞固体セチルアルコールを付着した水晶振動子を25℃.pHlO.5のバッファ中に

浸した後、ＤＢＳをcineの1/32～2倍添加した。cmcの1/32でもセチルアルコールの脱離

挙動が観察されＴＰ、ＴＭと同様に添加濃度の上昇と共に脱離までにかかる時間は速くな

り、脱離速度は上昇した。一方、非イオン界面活性剤をcmcの1/4～2倍添加した場合は

cmcの1/4ではセチルアルコールに収着し、脱離は見られなかったが、cmcの1/2から脱

離挙動が観察された。これらのことからアニオン及び非イオン界面活性剤ミセルの脂肪
可溶化への関与について議論する。
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＜目的＞　第３報までの報告で、水晶振動子法により、固体脂肪の水、界面活性剤の収着

による膨潤とそれに続く溶液中への移行をその場観察できることを明らかにした。本報で

は市販のアルカリ及び中性洗剤による固体脂肪、トリパルミチン(ＴＰ)の洗浄過程を時間

的に追跡した。

＜方法＞　９ MHzの振動子の金電極の一方に２μｇのトリパルミチンを二塩化メチレン

溶液として付着し乾燥した。2b℃で振動子を78r.p.in.の回転子で撹絆した10 meの純水に

浸した後、各商品に指定された量の洗剤を加え、振動数の変化を50分間追跡した。付着

物の重量のIngの増減に従って振動数は約lHz減増する、

＜結果＞　ＴＰが除去される過程に３つのパターンがある。1)は１分以内に膨潤し､重量

増した後､急速にスムースな重量減を示し５分程度で完全に水相に移るもの､2)は３分程

度で最大の膨潤に達した後20分程度でゆっくり重量が減っていくもの、3)は50分間に

ゆっくりとＴＰと同重量程度まで膨潤するが、水相に移らないもの。このような膨潤と水

相への移行の過程を、界面活性剤の収着と可溶化及び除去へのミセルの関与の観点から議

論する。
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